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年間指導計画・シラバス案

	科目
	論理・表現Ⅱ
	単位数
	2単位
	学科
	
	学年
	

	使用教科書
	Revised Vision Quest  English Logic and Expression Ⅱ  Hope（論Ⅱ061-902）

	副教材等
	教科書準拠ワークブック（啓林館）



１　学習の到達目標等
	「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」を中心とした統合的な言語活動を通して，コミュニケーションを図るために必要な発信能力を育成するとともに，論理の構成や展開を考察することで，情報や考えなどを論理的に工夫しながら伝える能力を養う。

具体的な活動と領域は以下の通り。
(1) 話すこと[やり取り]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，意見や主張などの論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことができるようにする。
(2) 話すこと[発表]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち，また意見や主張などの論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。
(3) 書くこと
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり，読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち，また意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して，複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。



２　評価の観点と評価方法
	評価の観点

	① 知識・技能
	② 思考・判断・表現
	③ 主体的に学習に取り組む態度

	外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを理解している。
外国語の技能（話すこと，書くこと）について，実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付けている。
	場面・目的・状況等に応じて，日常的・社会的な話題について，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり，適切に伝え合ったりしている。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自分の意見や考え，気持ちなどを話したり書いたりして表現している。
	他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，自分の意見や考え，気持ちなどを話したり書いたりして表現しようとしている。

	評価方法

	上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し，学年末に5段階評価の評定にまとめる。
学習に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価する。

	【評価対象】
(a) 授業中の活動への取り組み状況
  (b) パフォーマンステスト：発表（スピーチ・プレゼンテーション）・ディベート・ディスカッション
  (c) ノート・ワーク・レポート等の提出物
  (d) ペーパーテスト：小テスト・定期考査等

	【評価結果】
A (3)：十分満足できる状況
B (2)：おおむね満足できる状況
C (1)：努力を要する状況


3　学習計画及び評価方法等
	３
学期制
	２
学期制
	月
	課
	学習項目
	学習内容（学習のねらい）
	評価の
観点
	配当時間

	
	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	A
案
	B
案

	1
学
期
	1
学期
	４月

	1
	Dear future self one year from now: How are you?
	話題 将来の目標：１年後の自分にメッセージを書くための表現を学ぶ。
文法 適切な主語を用いる：主語として適切な名詞（句）を選択する。動名詞，不定詞，関係代名詞whatなどの主語になる名詞句［節］と主語になるitを理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：１年後の自分に送るメッセージについて話し合う。
書くこと：１年後の自分に送るメッセージについて書いて伝える。
	○

○




○

○

	






○

○

	○

○




○

○

	1
	3

	
	
	
	2
	What school event do you like?
	話題 学校生活：思い出に残っている出来事や楽しみにしている学校行事について伝える表現を学ぶ。
文法 適切な動詞を用いる①：自動詞と他動詞を使い分ける。SVOとSVOOの構造を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：思い出に残っている出来事や楽しみにしている学校行事について話し合う。
書くこと：思い出に残っている出来事や楽しみにしている学校行事について書いて伝える。
	○

○


○

○

	




○

○

	○

○


○

○

	1
	3

	
	
	５月
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	Logic Focus 1
パラグラフの基本構成
	パラグラフの基本構成について理解し，３つの主題文から１つを選んで，自分の意見を１パラグラフで書く。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	3
	Do you live a healthy life?
	話題 健康な生活：体調管理やスケジュール管理などのために行っていることや，今後行いたいことについて伝える表現を学ぶ。
文法 適切な動詞を用いる②：SVC，SVOCとSV（＝使役動詞／知覚動詞）OC（原形不定詞／分詞）の構造を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：体調管理やスケジュール管理などのために行っていることや，今後行いたいことについて話し合う。
書くこと：体調管理やスケジュール管理などのために行っていることや，今後行いたいことについて書いて伝える。
	○


○



○


○

	






○


○

	○


○



○


○

	1
	3

	
	
	６
月
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	4
	Who is the best athlete?
	話題 スポーツ：自分の好きなスポーツ選手について伝える表現を学ぶ。
文法 時を表す：時制の構造と概念を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：自分の好きなスポーツ選手について話し合う。
書くこと：自分の好きな選手について書いて伝える。
	○

○


○

○
	




○

○
	○

○


○

○
	1
	3

	
	
	
	
	Logic Focus 2
列挙・順序
	物事を列挙したり，順序立てて説明したりするときのパラグラフ構成について理解し，３つのトピックから１つを選んで，自分の意見を１パラグラフで書く。
	○
	○
	○
	1
	1


話題：Model Passage   文法：Example Bank / Try it out   表現 話すこと[やり取り]，書くこと：Use it
		３
学期制
	２
学期制
	月
	課
	学習項目
	学習内容（学習のねらい）
	評価の
観点
	配当時間

	
	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	A
案
	B
案

	1
学
期
	1
学
期
	７
月
	
	Project 1
Giving Advice
	状況 海外の悩み相談のウェブサイトを見る。
文法 適切な主語を用いる，適切な動詞を用いる，時を表す：前の４レッスンで学んだ文法を用いて伝える。
表現 
話すこと[やり取り]：日本で漫画家になりたいアメリカ人の高校生の悩み相談を読み，どのようにアドバイスすればよいかをペアで話し合う。
書くこと：悩みに回答する文章を書く。
	
○


○


○
	



○


○
	
○


○


○
	1
	1

	
	
	
	5
	Is social media safe?
	話題 情報社会：SNSの良い点と悪い点について伝える表現を学ぶ。
文法 義務・必要・推量を表す：義務・必要・推量を表す助動詞と助動詞を使った表現を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：SNSの良い点と悪い点について話し合う。
書くこと：SNSの良い点と悪い点について書いて伝える。
	○

○



○

○
	





○

○
	○

○



○

○
	1
	3

	２
学期
	
	９
月
	6
	What problems does global warming cause?
	話題 環境問題：地球温暖化がもたらす問題について伝える表現を学ぶ。
文法 情報を加える①：形容詞（句），前置詞句，分詞，不定詞を使って名詞を修飾する表現を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：地球温暖化がもたらす問題について話し合う。
書くこと：地球温暖化がもたらす問題について書いて伝える。
	○

○



○

○

	





○

○

	○

○



○

○

	1
	3

	
	
	
	
	Logic Focus 3
例示・追加
	例を挙げたり，具体的な情報を付け加えたりするときのパラグラフ構成について理解し，３つのトピックから１つを選んで，自分の意見を１パラグラフで書く。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	7
	What are some cultural differences?
	話題 文化：外国の独自の習慣について述べるための表現を学ぶ。
文法 情報を加える②：関係代名詞，関係副詞を使って情報を加える表現を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：外国の独自の習慣について話し合う。
書くこと：外国の独自の習慣について書いて伝える。
	○

○


○

○
	




○

○
	○

○


○

○
	1
	3

	
	
	10
月
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２
学
期
	
	8
	What can we say from the data on language learning?
	話題 言語学習：日本人の海外留学者数の増減などについて意見を述べるための表現を学ぶ。
文法 情報を加える③：副詞（句／節），不定詞の副詞的用法，分詞構文を使って情報を加える表現を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：日本人の海外留学者数の増減などについて話し合う。
書くこと：日本人の海外留学者数の増減などについて意見を書いて伝える。
	○

○



○

○

	





○

○

	○

○



○

○

	1
	3




	
２
学期
	2学期 
	11
月
	
	Logic Focus 4
比較・対照
	複数の事柄を比較・対照するときのパラグラフ構成について理解し，３つのトピックから１つを選んで，自分の意見を１パラグラフで書く。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Project 2
Downloading Apps
	状況 スマートフォンにアプリをダウンロードする。
文法 義務・必要・推量を表す，情報を加える：前の４レッスンで学んだ文法を用いて伝える。
表現 
話すこと[やり取り]：アプリをダウンロードしたい子どもと，それをやめさせたい親がお互いに交渉するロールプレイングをする。
書くこと：アプリ開発者に向けて，次に開発してほしいアプリについてのアイデアを書く。
	
○


○


○

	



○


○

	
○


○


○

	1
	1

	
	
	
	9
	What if you were rich?
	話題 願望：宝くじが当たったらどのようなことにお金を使うかについて伝える表現を学ぶ。
文法 条件と仮定を表す：直説法，仮定法，その他の仮定を使った表現を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：宝くじが当たったらどのようなことにお金を使うかについて話し合う。
書くこと：宝くじが当たったらどのようなことにお金を使うかについて書いて伝える。
	○

○


○

○

	




○

○

	○

○


○

○

	1
	3

	
	
	12
月
	10
	How should you use AI?
	話題 科学技術：AIを使用する際の注意点について伝える表現を学ぶ。
文法 否定を表す：no＋名詞，否定の意味を含む語，部分否定，準否定を使った表現を理解し，文を組み立てる。
表現 
話すこと[やり取り]：AIを使用する際の注意点について話し合う。
書くこと：AIを使用する際の注意点について書いて伝える。
	○

○


○

○

	




○

○

	○

○


○

○

	1
	3

	
	
	
	
	Logic Focus 5
原因・理由・結果
	理由を説明したり，物事の因果関係について述べたりするときのパラグラフ構成について理解し，３つのトピックから１つを選んで，自分の意見を１パラグラフで書く。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Project 3
New Ordering System
	状況 レストランのスタッフリーダーとして，レストランの新しい注文システムについてのメールを受け取る。
文法 条件と仮定を表す，否定を表す：前の２レッスンで学んだ文法を用いて伝える。
表現 
話すこと[発表]：レストランのスタッフリーダーとして，レストランの新しい注文システムについて，良い点と悪い点を加えて店員たちにスピーチをする。
書くこと：注文システムに対する意見を入れて，レストランのマネージャーにメールを書く。
	

○


○


○
	




○


○
	

○


○


○
	1
	1


話題：Model Passage   文法：Example Bank / Try it out   表現 話すこと[やり取り]，書くこと：Use it



	３
学期制
	２
学期制
	月
	課
	学習項目
	学習内容（学習のねらい）
	評価の
観点
	配当時間

	
	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	A
案
	B
案

	3
学期


	２
学
期
	１
月
	
	Activity 1
Essay Writing
複数パラグラフからなる文章
	複数のパラグラフからなる文章の構成を学び，与えられたテーマについて自分の意見を書いて伝える。
	○
	○
	○
	1
	2

	
	
	
	
	Activity 2
Speech スピーチ
	スピーチを行う際の手順を学び，与えられたテーマについて（即興で）話して伝える。また，伝え方を意識して発表する。
	○
	○
	○
	1
	2

	
	
	
	
	Activity 3
Presentation
プレゼンテーション
	プレゼンテーションの概要と流れを理解し，原稿と提示する資料を準備する。また，事前に十分な練習を行い，資料などを用いて具体的に説明する。
	○
	○
	○
	2
	4

	
	
	
	
	Activity 4
Debate ディベート
	ディベートの概要や流れ，判定基準を学び，それぞれの立場で説得力のある意見を述べる。
	○
	○
	○
	2
	4

	
	
	２
月
	
	Activity 5
Discussion
ディスカッション
	ディスカッションの手順と役割を理解し，自分の意見と論拠を主張する。また，主張には根拠と具体例などを加えて議論する。
	○
	○
	○
	2
	4

	
	
	
	
	Build Up 1
名詞と冠詞
	名詞と冠詞の使い方について理解する。また，名詞と冠詞を正しく使い，イラストに合うように会話する。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Build Up 2
主語と動詞の呼応・時制の一致
	主語と動詞の呼応，時制の一致について理解する。また，主語と動詞の呼応や時制の一致を意識しながら，興味のある学問や印象的な歴史上の事実について話し合う。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Build Up 3
英語の情報構造
	英語の情報構造について理解する。また，英語の情報構造を意識しながら，誰かにあげるためのプレゼントや自分が以前行った場所について話し合う。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Build Up 4
前置詞
	前置詞の使い方について理解する。また，前置詞を正しく使い，実現しなかった過去の出来事について話し合う。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Build Up 5
ポライトネス
	丁寧さを表す表現について理解する。また，丁寧さを表す表現を正しく使い，例文をより丁寧な表現に直したり，友人の頼みを理由を挙げて丁寧に断る会話をしたりする。
	○
	○
	○
	1
	1

	
	
	
	
	Build Up 6
コミュニケーションのためのストラテジー
	英語でコミュニケーションする際に気を付けるべきことについて理解する。また，英語でコミュニケーションする際に気を付けるべきことを意識しながら，以前に経験した珍しい出来事や，家族や好きな食べ物について話し合ったり，例を参考に，より伝わりやすい英語で言いかえたりする。
	○
	○
	○
	1
	1


計  32 60
（考査・インタビュー等の時間は含まない）

